
治験期間中には、まったく使用できない薬のことを言います。
治験ごとに同様の効果を持つ薬や相互作用を持つ薬などが指定さ
れています。

治験中に併用禁止薬を使用された場合は、その治験薬の効果を
評価できなくなるため、治験は中止することになります。

治験薬は、まだ使用している人が少ないため出現していない副
作用や相互作用が隠れている可能性があり、被験者の安全性を確
保するため、また正確な評価をするためにチェックはとても重要
です。

当院では、治験依頼者から提供されているリストを使って医師
や治験コーディネーターがチェックしていますが、治験参加カー
ドやホームページを使って被験者ご自身にも注意していただくこ
とができるようになっています。
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例年にない早い梅雨明けから猛暑の夏日が続く中、震
災のあと節電の心がけがすすめられる一方で、熱中症の
ニュースもくり返し聞かれました。

ようやく暑さも一段落しそうですが、まだまだ無理を
しすぎないで、気をつけてお過ごしください。

治験管理センターは、6月にさらに新メンバーが加わり
忙しい毎日です。

さまざまな治験にご協力いただき、本当にありがとう
ございます。

今後ともひき続きどうぞよろしくお願いいたします。

【併用禁止薬ってなぁに？】

８月２日、今年度第１回治験管理センター専門部
会が開催され、事務局から治験受け入れ状況につい
て報告しました。

平成２０年度から２３年度７月末までの治験等
（製造販売後調査等を含む）における契約件数、契
約金額及び症例数について説明があり、２１年度と
２２年度の比較では、新規治験が、契約金額・契約
件数ともに前年度を大きく上回りました。

現在進行中の治験：
子宮頸がん・関節リウマチ・心房細動・統合失調症・再発・難治
性びまん性大細胞型B細胞リンパ腫・慢性疼痛・2型糖尿病・
がん性突出痛・非挿管手術及び処置時の鎮静・硬膜外または脊髄
くも膜下麻酔による非挿管手術時の鎮静

今年度新規開始予定の治験：
水疱性類天疱瘡・慢性疼痛・消化性潰瘍再発予防
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渡部 真紀（わたなべ まき）と申します。
６月から治験管理センターに配属になりまし

た。
「治験とは？」からの出発で、まだまだわからな
いことだらけですが、ひとつひとつ積み重ねてい
きたいと思います。

温かいご指導のほどよろしくお願い申し上げま
す。

新しいCRC紹介します！

治験事務局
から
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